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特定非営利活動法人独立映画鍋 

2021年度 事業報告 

１、事業実施の報告 

 2021 年度は、2020 年度から引き続き、新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐために、活動全般を

オンラインで行わざるを得ない状況となりました。そのため、実施された事業の数が例年よりも比較的

少なくなりましたが、その分、独立映画鍋の本来の目的や組織運営のあり方を改めて見つめ直す良

い機会ともなりました。 

 

 7 月に開催した鍋講座は、【映画の公益性ってなに!？Ⅱ】と題して、昨年度取り上げた映画『宮本

から君へ』の助成金不交付問題について、再び議論しました。ゲストには、本作でエグゼクティブプ

ロデューサーを務めた河村光庸さん、助成金不交付決定取消訴訟の弁護団長である四宮隆史さん

の他、憲法・芸術関連法が専門の志田陽子さん、国や自治体の文化芸術事業の企画運営、調査評

価などの実務を行っている作田知樹さんをお招きし、映画の「公益性」について、多様な観点から議

論を深めていく必要性を実感することができました。 

 

 また、11 月には恒例となった東京フィルメックスとの共催企画を実施しました。今回のテーマは、

【映画と労働２ 世界の撮影現場とハラスメント対策】で、ゲストには、韓国のハラスメント対策に詳しい

ヤン・ヨンヒ監督と今回のフィルメックスで監督作の『ホワイト・ビルディング』コンペティション部門に正

式出品されたカンボジアのニアン・カヴィッチ監督にご登壇頂きました。お二人各々に、映画の労働

環境改善に対する、実体験に基づく提言を頂き、有意義な学びの場となりました。 

 

 独立映画鍋の目的や組織運営のあり方を改めて見つめ直す機会としては、9 月と 10 月の二回に

分けて、【第 3 回グランドデザイン会議】を実施しました。会員全体への事前アンケートを行った上で

開催したこの会議は、設立 10 年目を迎える節目として、今後の独立映画鍋の指針を見定める重要

な機会となりました。 

 合わせて、コロナ禍にあっても会員間の交流を継続させるために昨年度から始めたリモート飲み会

【よる鍋】も合計 13 回開催され、そこから派生するかたちで AFF（コロナ禍からの文化芸術活動の再

興支援事業）申請のための会員同士の勉強会が開催されたりもしました。 

 

 Motion Gallery と提携してのクラウドファンディングにおいては、これまでクラウドファンディングを行

なった会員の経験をシェアし支え合うかたちで構築されたネットワークを活かしてサポートを行いまし

た。本年度は、「ペルー映画祭」、中村真夕監督の『劇場版ナオト、いまもひとりっきり』、中島洋監督

の『Wakka（水）』、廣田耕平監督の『ラの♯に恋をして』のクラウドファンディングをサポートしました。 

 

 2019 年度から参加している東京都教育委員会が進める「都立高校生の社会的・職業的自立支援

教育 プログラム事業」においては、今年度も都立高校 4校で「映画を通じて学ぶメディアリテラシー」

の授業を実施し、好評を得ました。 

共同代表  土屋   豊 

 

＜会員数＞ ※2022年 6月現在 

・賛助会員（個人）=198名・賛助会員（団体）=3団体・正会員（個人）=11名・正会員（団体）=1団体 

★映画鍋会員 計.213名 
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２、事業実施に関する事項 

 

(1) インディペンデント映画製作、配給、上映支援事業 

2021年度は 4つの資金調達プロジェクトが立ち上がり、その多くが目標金額を達成した。 

各々ユニークな映画作品 3本の他、映画祭運営のための資金調達の支援も行った。 

 

【実施概要】 

資金調達プロジェクト （企画者名／コレクター数／集まった金額） 

■「ペルー映画祭」（長澤義文／60人／393,000円） 

■『劇場版ナオト、いまもひとりっきり』（中村真夕／155人／2,011,833円） 

■『Wakka（水）』（中島 洋／231人／2,503,000円） 

■『ラの♯に恋をして』（廣田耕平／65人／1,089,000円） 

 

 

(2) インディペンデント映画振興、教育事業  

【実施概要】  

①鍋講座 

【鍋講座 vol.46】 

映画の公益性ってなに!？Ⅱ ～映画『宮本から君へ』助成金不交付問題・東京地裁判決から考える～ 

■日時：2021年 7月 14日 オンライン開催 

■ゲスト：河村光庸、四宮隆史、志田陽子、作田知樹 

■司会：舩橋 淳 

 

②その他イベント 

第 22回東京フィルメックス&NPO法人独立映画鍋共催 

【映画と労働２ 世界の撮影現場とハラスメント対策】 

■日時：2021年 11月 3日 オンライン開催 

■ゲスト：ヤン・ヨンヒ（映画監督）、ニアン・カヴィッチ（映画監督） 

■司会：舩橋 淳 
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